
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 進行管理（点検評価）シート 
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 7 8 .6 — 8 0 .3 8 1 .0 8 0 .2 9 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
教科 1 ／4 — 0 ／4 1 ／4 1 ／4 4 ／4

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 1 6 .7 6 .9 6 .1 9 .8 1 0 .5 1 0 0

施策 １ 　 確かな学力の育成

【 項目】
国語、 算数・ 数学の授業は分かる と
答えた児童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、 国
語、 算数・ 数学の授業は分かる と 回答し た児童生徒の
割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
全国学力・ 学習状況調査の、 全国の
正答率を 上回る 教科数

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査の、 全国の正答率を 上回る 教
科数　 小学校「 国語・ 算数」 2教科　 中学校「 国語・
数学」 2教科

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
小・ 中学校54校の校種間連携教育達
成状況

【 説明】
連携教育の視点と し て示す7項目（ 目指す児童生徒像、 教育
課程、 研究組織、 生徒指導、 教員と 児童生徒の交流、 児童
と 生徒の交流、 教職員の交流） を 達成し た 割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗は順調ではあり ま せん。
・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と で、 児童生徒の交流や活動
　 を 再開する こ と ができ ま し た。
・ 今後は、 引き 続き 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用する など の連携方法の工夫や教育課程等に係る 連
　 携の取組事例等について、 学校に対し て情報提供を 行いま す。

指標３

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ていま すが、 高い水準を 保っ
　 ていま す。
・ 学校指導訪問、 学力向上に係る 訪問、 教職員研修を 実施し 、 「 川越市小・ 中学生学
  力向上プラ ン 」 で示す授業ス タ ン ダード の定着を さ ら に進め授業改善を 図り ま し
  た。 授業改善のモデル授業を 新たに小学校外国語、 中学校数学で作成し ま し た。
・ 今後も 、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 を 活用し た授業改善が進むよ う 、 訪
　 問によ る 指導等に加え指定学校研究も 活用し 、 継続し て指導に取り 組みま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗はあま り 順調ではあり ま せん。
・ 正答率の経年変化では上昇傾向が見ら れま すが、 小学校「 国語・ 算数」 中学校「 数
　 学」 で全国の正答率を 上回っ ていま せん。
・ 今後も 、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 を 活用し た授業改善を 継続し て進め
　 る と と も に、 調査結果の分析を 教育委員会と 各小・ 中学校と で多角的に行い課題解
　 決に取り 組みま す。

実　 　 績　 　 値

指標１

指標２

重 点 施 策
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 8 2 .7 8 1 .8 8 8 .3 7 9 .6 9 4 .4 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 4 3 .3 4 5 .2 4 6 .1 5 4 .5 6 0 .8 7 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
小2 　 － — 7 2 .0 8 6 .8 8 3 .1 1 0 0
小4 　 － — 7 4 .4 8 7 .3 8 1 .6 1 0 0
小6 　 － — 7 7 .1 9 0 .4 8 6 .1 1 0 0
中3 　 － — 8 7 .8 9 3 .0 9 0 .7 1 0 0

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 中学校卒業段階でＣ Ｅ Ｆ Ｒ のＡ 1レ ベル以上を 達成し た生徒の割合は昨年度に比べ
　 て6. 3ポイ ン ト 向上し ま し た。 今後も 目標値達成のために継続的に指導助言を 行い
　 ま す。
・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会を 活性化さ せ、 授業の充実・ 改善に資する ための
　 教材・ 指導資料等を 作成し 、 各学校に配布し て活用を 図る と と も に、 本市の実態に
　 合っ たよ り 良い英語教育の在り 方について検討を 進めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調ですが令和5年度の実績値が令和4年度よ り も 減少し ている ため、
　 今後の取組には改善が必要です。
・ 各学校で学習者用コ ン ピ ュ ータ の使用機会が昨年度と 同程度確保さ れた結果、
　 肯定的な回答が多く 見ら れたと 考えら れま す。
・ 全対象において、 令和4年度と 比較する と 実績値が低下し ている こ と から 、
　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器の効果的な活用に併せ、 令和4年度に作成し た「 情報モラ ル・
　 情報セキュ リ ティ 指導カリ キュ ラ ム 」 「 プロ グラ ミ ン グ教育指導プラ ン 」 を 基に、
　 各校で継続し て情報活用能力の向上を 図り ま す。

【 項目】
児童生徒の情報活用能力の状況

【 説明】
「 川越市情報活用能力育成系統表」 の到達度を 測る た め、
質問紙によ る 調査を 小2、 小4、 小6、 中3の各学年末におい
て 実施する 。 その結果が4段階中上位2段階にあ た る 「 肯定
的」 「 やや肯定的」 な回答と な る 割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

％

指標６

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 英語教育推進訪問や外国語科に係る 研修会など の機会に、 授業における 英語指導助
　 手の活用場面について例を 挙げて具体的に助言し ま し た。 ま た、 各校の英語指導助
　 手の活用状況を 示し たリ ーフ レ ッ ト を 個別に配布し 、 各校の状況に応じ た助言を 行
　 いま し た。
・ 小学校は全学校が全項目について「 75％以上の授業で行った（ 行う ） 」 と 回答し
　 ま し た。 中学校での英語指導助手の活用状況を さ ら に高める ために、 主に英語教育
　 推進訪問にて各学校に指導助言を 行っ ていき ま す。
【 設問の変更】
　 英語教育実施状況調査に基づき 指標に係る 実績値を 算出し ていま すが、 令和4年度の
  調査から 設問内容が変更と なり 、 英語指導助手の活用状況について、 「 75％以上の
  授業で行っ た（ 行う ） 」 と 回答し た学校の割合と なり ま し た。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 項目】
英語指導助手を 授業中に「 積極的に
活用し た（ する ） 」 と 回答し た学校
の割合

【 説明】
市立小・ 中学校における 英語教育実施状況調査（ 文部科学
省） において 、 英語指導助手を 、 教員や児童生徒と のやり
取り 、 発音指導等で「 積極的に活用し た （ する ） 」 と 回答
し た 学校の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
生徒の英語力の状況

【 説明】
英語力について、 中学校卒業段階でＣ Ｅ Ｆ Ｒ （ ヨ ー
ロ ッ パ言語共通参照枠） のＡ 1レ ベル以上（ 実用英語
技能能力検定3級相当以上） を 達成し た生徒の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標４

指標５

施策 １ 　 確かな学力の育成
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総合評価

B

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 研修や学校指導訪問等で具体的な考え方を 示し ながら 、 授業ス タ ン ダード を よ り よ
　 いも のへと 変え、 多く の学校で活かさ れる こ と が必要である 。
・ 現在は教職員のなり 手が少ないため、 校種間連携を よ り 推進し 、 様々な人材を 様々
　 な形で活用し ていく 中で、 学校文化を 開かれたも のにし ていく 必要がある 。
・ 校種間で連携を 図る こ と で、 地域と の交流を 活発にする 一助と なる と 考える 。
　 各学校で工夫し て取り 組んでいただき たい。
・ 学校運営協議会においては、 地域と 学校のつながり について議論する 場を 設ける こ
　 と で、 よ り 早く 課題を 発見し 、 解決につなげら れる と 考える 。
・ リ ーディ ン グＤ Ｘ 事業においては、 整備し たＩ Ｃ Ｔ 機器について、 中の機能を さ ら
　 に活用し ていく こ と ができ る よ う に、 モデル校での内容をし っ かり と 共有し 、 引き
　 続き 取り 組んでいただき たい。
・ 情報活用能力の育成に関する 教育やＩ Ｃ Ｔ に関する 施策について、 し っ かり と 進め
　 ており 評価でき る 。

施策 １ 　 確かな学力の育成

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗はおおむね順調であり 、 評価も おおむね良好です。
　 特に、 指標４ に係る 英語指導助手の活用や指標５ の「 生徒の英語力の状況」 につい
ては、 高い実績値と なり 、 英語教育に係る 確かな学力の育成についての取組が順調に
進んでいま す。
　 し かし 、 指標２ に係る 正答率については、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 を
活用し た授業改善によ り 、 正答率の経年変化では上昇傾向が見ら れま すが、 実績値に
現れてはいま せん。 ま た、 指標３ に係る 校種間連携教育についても 、 児童生徒の交流
や活動を 再開する こ と ができ ま し たが、 目標値に対し て進捗が順調ではあり ま せんで
し た。 引き 続き 、 目標達成に向けた取組を 進めま す。
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

・ 授業ス タ ンダード の理解や定着によ る 授業改善が進んでいま す。
・ 学力向上プラ ン に係る 研修会を 通し て各学校の取組を 共有し ていま す。
・ 理科実験助手の実験準備や観察補助等によ り 、 理科の学習時における 個別指導の充実につ
　 ながっ ていま す。

・ 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 の定着を 各学校や各教員の経験年数等の実態に応じ て
　 進める こ と で、 学校間の格差を 埋める こ と が課題です。
・ 学校指導訪問や学力向上に係る 学校訪問によ る 各学校の実態に応じ た授業改善が必要です。
・ 派遣回数に制限のある 中、 各学校における 理科実験助手の有効活用に向けて、 活用の好事例
　 を 周知し ていく 必要があり ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 各調査分析から 、 児童生徒の目線に立っ た授業改善や個に応じ た指導への活用が進んでいま
　 す。

・ 埼玉県学力・ 学習状況調査において、 県から 提供さ れる 分析シート を 効率的に使用し て分析
  を 行い、 その分析結果の効果的な活用が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

施 策 の 内 容

・ 各学校に担当指導主事等を 配置し 、 埼玉県学力・ 学習状況調査等の分析から 、 各学校の実態
　 に応じ た課題解決を 図り 、 授業改善に活用し ま す。
・ 全国学力・ 学習状況調査と 埼玉県学力・ 学習状況調査において、 小中連携校ご と に、 実態に
　 合っ た分析を 行いま す。
・ 川越市中学生学力調査の結果分析によ り 、 学力向上・ 指導力向上及び進路指導の充実を 図り
　 ま す。

・ 各学校における 各種調査分析を 進める こ と によ る 授業改善への指導助言を 行いま す。
・ 川越市中学生学力調査の結果分析を 基に学力向上及び進路指導の充実を 図り ま す。
・ 各校が行っ ている 調査分析活用の好事例を 周知し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 分析実施校　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 川越市中学生学力調査の進路指導への活用　 22校（ 市立中学校全校）
・ 指導主事等によ る 訪問指導

細 施 策 ①主体的・ 対話的で深い学びの視点から の授業改善の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 学校指導訪問　 27回
・ 学力向上プラ ン に係る 研修会　 3回（ 学力向上推進教員研修会）
・ 学力向上に係る 学校訪問と 研究授業の実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 理科実験助手派遣　 小学校16校　 中学校6校　 派遣回数440回
・ 教科担任制モデル校研究　 小学校12校
　 （ 福原　 山田　 川越第一　 名細　 霞ケ関西 大東東 霞ケ関 川越 高階南 寺尾 芳野 月越）

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 指定学校研究によ り 授業改善へのモデル校研究に取り 組みま す。
・ 学力向上プラ ン を 活用し 、 学力向上に係る 研修会・ 授業研究を 充実さ せま す。
・ 各種調査結果の分析によ る 各学校の実態にあっ た授業改善への指導助言を 行いま す。

細 施 策 ②各種調査結果の分析・ 活用

施 策 の 内 容

・ 主体的・ 対話的で深い学びの視点から の授業改善を 推進する ため、 「 川越市小・ 中学生学力
　 向上プラ ン」 で示す授業ス タ ン ダード の定着と 、 よ り 一層の浸透を 図り ま す。
・ 学校指導訪問によ り 教員一人ひと り の指導力向上を 図り 、 学校の教育力向上を 目指し ま す。
・ 学力向上に係る 研修会を 充実さ せ、 令和2年度から 同4年度ま での3カ年計画で授業ス タ ン
　 ダード 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン」 を 確立し 、 教員の指導力を 向上さ せま す。 ま
　 た、 各学校の「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 の取組について共有を 図り ま す。
・ 市立小・ 中学校に理科教育に係る 支援員（ 理科実験助手） を 配置し 、 実験・ 実習の準備や補
　 助を 行い、 体験的な学習及び個別指導など の充実を 図り ま す。
・ 小学校高学年での教科担任制導入を 積極的に進めら れる よ う 、 モデル校研究など を 通し て、
　 教科担任制の導入を 図り ま す。

(1 )学力向上の推進
担当課

教育指導課

担当課

教育指導課

その他の関連指標：指標１

その他の関連指標：指標１
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

関連指標

指標６

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 児童生徒一人ひと り に応じ たき め細やかな教育活動を 推進する ため、 オールマイ ティ ーチャ
　 ーを 配置し 、 少人数指導やティ ーム ・ ティ ーチン グなど の指導の充実を 図り ま す。
・ オールマイ ティ ーチャ ーによ る 支援によ り 、 児童生徒の学ぶ意欲と 自己肯定感を 高める 、 安
　 定感と 活力のある 学級づく り 、 自分自身を 素直に表現でき 、 自分や相手と 素直に向き 合える
　 学級づく り を 推進し ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 児童生徒の実態や学校の状況を 踏ま え、 課題解決に向けた、 よ り 効果的な活用ができ る よ う
　 に校長に指導し ま す。
・ 学校を 訪問し て、 教科指導方法や児童生徒への関わり 方について、 オールマイ ティ ーチャ ー
　 に対し 直接指導する など し て、 指導力向上へと つなげま す。
・ 各学校における 効果を 検証し ながら 、 オールマイ ティ ーチャ ー配置事業の拡充を 進めま す。

細 施 策 ④Ｉ Ｃ Ｔ 活用の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 学校管理課】
・ オールマイ ティ ーチャ ー配置　 13校13名（ 小学校4校、 中学校9校）
　 ※中学校は、 国語2名、 社会2名、 英語2名、 数学2名、 通級1名
【 教育指導課】
・ 指導方法の工夫改善（ 教科指導充実加配） によ る 実施時数
　 小学校　 31校　 総実施時数　 21, 533時間
　 中学校　 22校　 総実施時数　 12, 580時間

現 状 ・ 課 題

・ 各学校ご と に課題を 明確化し 、 解決に向けた目標を 設定し ま し た。 その上で、 効果的な活用
　 と なる よ う 計画を 立てていま す。 そのため、 実態に応じ た、 き め細やかな指導ができ ていま
　 す。

・ 各学校の課題の解決を 図っ ていく ために、 継続的な配置を 行う 必要があり ま す。

細 施 策 ③少人数指導の推進

施 策 の 内 容

・ 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズや学習状況に応じ た個別学習を 推進し ま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た双方向型の授業を 推進し ま す。
・ 児童生徒一人ひと り の考えを 共有し 、 多様な意見にも 触れら れる よ う にし ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 授業等で使用する 雛形を 掲載し た「 ｅ -授業テン プレ ート 集」 の充実及び市立学校全校への周
　 知と Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用に向けた授業改善を 図り ま す。
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業において作成さ れた事例を 市立小・ 中学校の実践へと つなげ
　 る ため、 事例の周知を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ ｅ -授業テン プレ ート 集の拡充・ 周知
・ 川越Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ポータ ルサイ ト の拡充・ 周知
・ ク ラ ウ ド サービ ス を 通し た課題配信　 54校（ 市立小中学校全校）
・ オン ラ イ ン会議シス テムを 使用し た同時双方向型オンラ イ ン 学習の実施
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業実施（ 小・ 中学校　 各1校）

現 状 ・ 課 題

・ 個別最適化さ れた学びや考えの共有ができ る Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し 、 児童生徒一人ひと り の教育的
　 ニーズに合わせた授業実施を 図る ために取組を 進めていま す。

・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し たよ り 個別最適化さ れた学習の充実に向けた事例の創出及び周知が求めら れ
　 ていま す。

教育指導課

(1 )学力向上の推進
担当課

学校管理課・ 教育指導課

担当課

その他の関連指標：指標１・指標２

その他の関連指標：指標１
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 学級閉鎖や出席停止時における 同時双方向型オン ラ イ ン 学習の実施等の学びの保障
・ 家庭にネッ ト ワ ーク 環境がない児童生徒に対する モバイ ルＷｉ －Ｆ ｉ ルータ ーの貸与（ 貸与
　 台数延べ27台）
・ 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 【 家庭学習版】 」 によ る 家庭学習の啓発

現 状 ・ 課 題

・ 学級閉鎖や出席停止時、 その他必要に応じ て家庭にネッ ト ワ ーク 環境がない児童生徒に対
　 し て、 通信契約を 行っ たモバイ ル　 Ｗｉ －Ｆ ｉ ルータ ーを 貸与し ま し た。

・ 家庭における Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 含めた家庭学習の実施に向け、 家庭にネッ ト ワ ーク がない場合に
　 おける 家庭学習でのＩ Ｃ Ｔ 活用について事例の創出及び周知が必要です。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 幼児教育振興審議会 3回
・ 「 子ど も のよ り よ い成長を 考える 研修会」 を 開催（ 対面）
・ 幼保小連絡懇談会  6会場で実施
・ 市内全園・ 市立小学校へ「 川越市と き も 学びのプロ セス 」 を 配布
・ 川越市幼保小連携モデル指定校・ 園に小学校4校、 幼保4園を 指定し 研究を 推進
・ 架け橋期カリ キュ ラ ム を 4事例作成

施 策 の 内 容

・ 幼児期の終わり ま でに育っ てほし い姿を 、 学校・ 園において共有し 、 それぞれの教育・ 保育
　 に生かすと と も に、 就学前の幼児期の育みや学びを 小学校に受け継ぎ、 次の段階である 児童
　 期の学びと 育ちに発展さ せま す。 そのこ と で、 「 小1プロ ブレ ム」 の解消や学力向上を 図り
　 ま す。
・ 川越市幼児教育振興審議会にて園・ 小学校の連携の在り 方や各年の研究実践について話し 合
　 い、 研究主題の設定や研修会の開催など を 通じ て、 園・ 小学校の円滑な接続と 幼児教育の充
　 実を 図り ま す。
・ 園・ 市立小学校の教職員等へ教育委員会主催の研修会を 開催し 、 幼児教育の充実を 図り ま
　 す。

施 策 の 内 容

・ Ｉ Ｃ Ｔ を 日常的・ 効果的に活用し た家庭学習を 推進し ま す。 ま た、 長期にわたる 臨時休業を
　 実施し た場合に、 家庭にネッ ト ワ ーク 環境がなく 、 かつ経済的に支援が必要な家庭に対し
　 て、 モバイ ルＷｉ －Ｆ ｉ ルータ ーを 貸与する など し て、 家庭でＩ Ｃ Ｔ を 活用し た学習を 実施
　 でき る よ う にし ま す。
・ 各種調査の結果分析から 課題を 把握し 、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン」 に家庭学習の
　 進め方を 掲載し 、 家庭学習の充実を 図る と と も に、 家庭学習に取り 組む意識についても 高め
　 ていき ま す。

成 果 実 績

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 幼児期及び小学校の9年間を 見通し た資質・ 能力を 育成し ま す。
・ 幼保小連携モデル校を 指定し 、 研究の成果を 周知し ていき ま す。
・ 「 川越市と き も 学びのプロ セス 」 を 配布し 学びの連続性を 踏ま えた取組を 行いま す。

現 状 ・ 課 題

・ 園・ 学校で幼児期の終わり ま でに育っ てほし い姿の共有が進んでいま す。
・ 市内全園・ 市立小学校の教職員等への研修会等を 開催し 、 幼児教育の充実を 図っ ていま す。

・ 学びの連続性を 踏ま え、 ど のよ う に幼保小の連携を 深め、 共通理解を 図っ ていく かが課題
　 です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 含めた家庭学習の方向性を 示し た「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 【 家庭学
  習版】 」 を 各小・ 中学校へ周知し 、 家庭学習の充実を 図り ま す。
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業において作成さ れた事例を 市立小・ 中学校の実践へと つなげ
　 る ため、 事例の周知を 図り ま す。

細 施 策 ①幼稚園・ 保育園・ 認定こ ど も 園・ 小学校の連携

細 施 策 ⑤家庭学習の充実

各種連携会議の参加者数
（ 名）

201 225 221

(1 )学力向上の推進
担当課

教育指導課

(2 )校種間連携の推進
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

その他の関連指標：指標１・指標２
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 小学校と 中学校が連携し 「 中1ギャ ッ プ」 の解消を 図り ま す。
・ 各ブロ ッ ク の小学校と 中学校が、 小中連携計画書に基づいた連携を 図り ま す。
・ 教科等について9年間の系統性を 踏ま えた学習を 推進し ま す。
・ 小中連携研究委嘱校の研究成果を 生かし 、 教育課程の連携を 更に推進さ せ、 小中一貫教育の
　 充実を 図り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 特に中学校における 英語教育推進訪問においては、 外国語科主任の同席を 依頼し 、 各学校の
　 実態に応じ て具体的に指導助言を 行う と と も に、 各校における 外国語科部会を 充実でき る よ
　 う 支援し ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 校種間連携の在り 方については、 埼玉県の『 小中一貫教育推進ガイ ド 』 や他市町村の事例等
　 を 参考に引き 続き 研究を 進めていき ま す。
・ 各中学校区における 小学校と 中学校が、 小中連携計画書を 作成し 、 それに基づいた連携を 図
  り ま す。
・ 交流や活動がよ り 活発化する よ う 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用する 等の工夫について情報提供する と と も
　 に、 複数の小学校から 進学する 中学校区においては、 連携が更に進むよ う 、 具体的な目標を
　 設定する など 指導助言を 行いま す。

細 施 策 ①英語指導助手の配置事業の充実

施 策 の 内 容

・ 英語によ る コ ミ ュ ニケーショ ン 能力の育成を 図り 、 「 聞く こ と 」 「 話すこ と 」 等の技能を 伸
　 ばすため、 市立小学校、 中学校、 高等学校及び特別支援学校に配置さ れている 英語指導助手
　 の活用方法の充実を 図り ま す。
・ 英語指導助手を 対象と し た研修会や全学校への英語教育推進訪問を 実施し 、 外国語活動・ 外
　 国語科の指導方法の工夫・ 改善、 児童生徒と のよ り よ い接し 方等について、 英語指導助手の
　 資質向上を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 英語指導助手配置日数 小学校3, 266日 中学校1, 646日 高等学校125日 特別支援学校17日
・ 英語指導助手研修会 12回
・ 英語教育推進訪問 56校（ 市立学校全校）
・ 英語指導助手配置人数 31名

現 状 ・ 課 題

・ 各校の学級数に応じ て英語指導助手を 計画的に配置し ま し た。 配置日数は前年度と ほぼ同水
　 準です。 各校における 英語指導助手の活用状況も 改善し ま し た。
・ 全市立学校を 対象に実施し た英語教育推進訪問や、 英語指導助手研修会を 通し て、 英語指導
　 助手の資質向上を 図り ま し た。

・ 各校において、 外国語科主任を 中心に、 英語指導助手を 授業内のよ り 多く の場面で効果的に
　 活用する こ と ができ る よ う にする ための指導及び支援が必要です。

(3 )グロ ーバル化に対応する 教育の推進
担当課

細 施 策 ②小中連携、 小中一貫教育の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 各中学校区の小学校と 中学校によ る 計画書の作成と 取組
・ 校種間連携教育研修会の開催 1回（ 6月）
・ 市立小中学校全校から の報告を 取り ま と め、 電子データ にて報告書を 市立小中学校全校へ送
　 付
・ 小中合同研修会等に指導主事等を 派遣し 、 小中一貫教育の実施に関し て助言
・ 校長会と 連携し 、 校種間連携がよ り 充実する よ う 、 小中学校合同研修会等を 全市同一日に実
　 施

学校管理課

現 状 ・ 課 題

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と で、 教員同士の交流や児童生徒の
　 交流が再開し てき ま し た。

・ 今後は、 複数の小学校から 進学する 中学校区等の校種間連携の在り 方について検討し ていく
　 必要があり ま す。

(2 )校種間連携の推進
担当課

教育セン タ ー
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 授業等で使用する 雛形を 掲載し た「 ｅ -授業テン プレ ート 集」 の充実及び市立学校全校への周
　 知と Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用に向けた授業改善を 図り ま す。 （ 施策１ －( １ ) －④　 再掲）
・ 児童生徒に身に付けさ せたい情報活用能力リ ス ト の市立学校全校への周知と 効果的な活用を
　 図り ま す。 （ 施策１ －( １ ) －④　 再掲）
・ 「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 「 プロ グラ ミ ン グ教育指導プラ ン 」 の
　 活用を 含めた実践事例を リ ーディ ン グＤ Ｘ ス ク ール事業を 通じ て創出し ていき ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 優れた取組を 行っ ている 教員の授業を 通し て研究協議を 行う など 、 英語教育に係る 研修の機
　 会を 充実さ せま す。
・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会を 活性化さ せ、 本市の英語教育の充実に向けて様々な教員
　 の意見を 踏ま えて議論を 行いま す。

細 施 策 ①情報活用能力の育成

施 策 の 内 容
・ 児童生徒の情報活用能力を 育成する ために、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た学習活動の実施に係る 指標を
　 設定し 、 各学校においてＩ Ｃ Ｔ を 活用し た学習活動を 推進し ま す。
・ 児童生徒のプロ グ ラ ミ ング 的思考等の育成を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 「 情報活用能力の育成」 のための年間指導計画の改善
・ 「 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た年間指導計画例」 を 基に各学校で作成し た年間指導計画に基づく 授業
　 実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 令和5年度Ｇ Ｉ Ｇ Ａ プロ グラ ミ ン グ教育研修会（ オン デマンド ）  1回
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業実施（ 小・ 中学校　 各1校）

現 状 ・ 課 題

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器の基本的な操作に関わる ス キ ル等についてはど の学年においても あ る 程度の定着
　 が見ら れ、 学習においてＩ Ｃ Ｔ 機器を 使用する こ と の困難さ は減少し ていま す。

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器の基本的な操作に関わる ス キ ルのある 程度の定着が図ら れたこ と から 、 効果的な
　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器の活用を 推進する こ と が課題です。
・ 「 プロ グラ ミ ン グ 教育指導プラ ン」 に基づき 、 児童生徒の発達段階に応じ てプロ グ ラ ミ ン
　 グ的思考について着実に育成し ていく 必要があり ま す。

(4 )学校教育の情報化の推進
担当課

教育指導課

細 施 策 ②小学校・ 中学校英語教育の充実

施 策 の 内 容

・ 外国語教育の小学校中学年での導入や高学年での教科化に伴い、 外国語活動・ 外国語科にお
　 ける 授業等の充実・ 改善を 図る ため、 外国語活動・ 外国語科研究委員会等において教材・ 指
　 導資料等を 作成し 、 各学校に配布し て活用し ま す。
・ 小学校・ 中学校間における 円滑な学びの接続を 行う ために、 市立小・ 中学校の外国語活動・
　 外国語科の授業を 担当する 教員等を 対象と し た研修、 授業公開、 合同研修等を 実施し 、 教職
　 員の外国語の指導力向上を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会 5回
・ 小・ 中学校外国語活動・ 外国語科指導力向上研修会 2回
・ 外国語活動・ 外国語科授業ス タ ンダード 研修会 2回

現 状 ・ 課 題

・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会で作成し た教材・ 指導資料等を 、 学校に配布し ま し た。
・ 小・ 中の接続を 主題と し た研修、 授業公開、 合同研修を 行い、 順調に進捗し ま し た。

・ 各研修会の質を 向上さ せ、 教職員の外国語の指導力のさ ら なる 向上を 図る 必要があ り ま す。
・ 児童生徒が外国語でコ ミ ュ ニケーショ ン を 図る 資質・ 能力を 着実に育成する ため、 本市の実
　 態に合っ たよ り 良い英語教育の在り 方について検討し ていく 必要があり ま す。

(3 )グロ ーバル化に対応する 教育の推進
担当課

教育セン タ ー
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

関連指標

指標６

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教職員の希望や状況に応じ て、 個人のニーズに合っ た研修を 実施する こ と でＩ Ｃ Ｔ 活用指導
　 力を 育成し ま す。 （ 管理職研修・ 校内リ ーダー養成研修・ 指導力に応じ た研修）
・ 川越市Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ポータ ルサイ ト を 活用し 、 教職員が情報を 取得し やすい環境を Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス
　 ク ール運営支援センタ ーを 用いて整備し ていき ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 の市立小中学校全校へのさ ら なる 周知
　 と 効果的な実施を 図り ま す。

細 施 策 ③教育の情報化に関する 推進体制の充実

施 策 の 内 容
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 日常的・ 効果的に活用する ため、 教員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上に努める と と も
　 に、 Ｉ Ｃ Ｔ 支援員を はじ めと し た専門的な知識を 有し た外部人材を 継続的に活用し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール運営支援セン タ ー訪問支援員によ る 訪問支援  延べ938回訪問
・ 問い合わせ窓口の整備  延べ2, 460件相談
・ Ｉ Ｃ Ｔ の活用に苦手意識を 持っ ている 教職員に対する 対面によ る フ ォ ロ ーアッ プ研修  1回

現 状 ・ 課 題

・ 教育の情報化についての質問や課題への対応等に専門人材を 活用し て取り 組んでいま す。
・ 個々の教職員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上を 図る ため、 研修等を 実施し ていま す。

・ 様々な学校の状況に合わせ、 ニーズに合っ た支援体制を 整備し ていく 必要があ り ま す。
・ 教職員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力に差がある 中で、 必要な情報にアク セス でき る 環境が必要です。

担当課

教育指導課

細 施 策 ②情報セキュ リ ティ ・ モラ ルに関する 資質・ 能力の育成

施 策 の 内 容
・ Ｉ Ｃ Ｔ の間違っ た利用が、 個人や社会に経済的・ 精神的損害を 与える こ と を 児童生徒が理解
　 し 、 正し い情報活用方法を 学ぶなど 、 新たな情報倫理上の課題に対応でき る 情報セキュ リ テ
　 ィ や情報モラ ルに関する 資質・ 能力の育成を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 全教職員を 対象と し た情報モラ ル・ セキ ュ リ ティ 研修  1回
・ 「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 周知

現 状 ・ 課 題

・ 研究指定校において「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 の周知を 行いま し
　 た。

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器の基本的な操作に関わる ス キ ルについてある 程度の定着が見ら れる 中で、 安全に
　 活用を 進める ために情報モラ ル教育・ 情報セキュ リ ティ 教育を 年間指導計画に位置付け、 実
　 施し ていく こ と が必要です。

教育指導課

(4 )学校教育の情報化の推進
担当課
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ やネッ ト ワ ーク 機器、 大型提示装置など 学校に整備さ れた既存のＩ Ｃ
　 Ｔ 機器等の継続し た運用・ 保守を 行いま す。
・ 国の計画で示さ れている 内容に基づき 、 新規に整備する Ｉ Ｃ Ｔ 機器やネッ ト ワ ーク について
　 検討し ま す。

細 施 策 ④Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備

施 策 の 内 容
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 日常的・ 効果的に活用し た学習活動を 実現する ために、 高速大容量の通信ネッ ト ワ
　 ーク や情報端末の保守整備、 教職員や児童生徒のアカウ ン ト 管理等、 Ｉ Ｃ Ｔ 環境を 継続的に
　 充実さ せていき ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 1校につき 1回線の1Ｇ ｂ ｐ ｓ ベス ト エフ ォ ート 回線の維持・ 管理　 54校（ 市立小中学校
  全校）
・ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール運営支援セン タ ーの業務委託によ る 通信回線の維持・ 管理

現 状 ・ 課 題

・ 1校につき 1回線の1Ｇ ｂ ｐ ｓ ベス ト エフ ォ ート 回線の維持・ 管理を 実施し ていま す。

・ 教育に必要と さ れる 情報量の更なる 増加やセキュ リ ティ 強化のための、 通信回線の帯域増強
　 と 機器の構成改善が課題です。

(4 )学校教育の情報化の推進
担当課

教育指導課
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